
囲碁にまつわる言葉 【一目置く】 
 
平成３年の碁老連ニュースには、日本棋院が発行していた「囲碁新聞」の「ボ
ケ防止と囲碁」という記事を掲載し始めます。もちろん棋院より記事の転載許
可を得ています。東大医学部教授の折茂肇氏と石倉昇七段の共同執筆です。脳
の老化の仕組みとか、病的な老化や生理的な老化、といったことが解説されて
います。囲碁の効用のなかで、「碁を打っていると惚けない」というのが決め台
詞のようです。 
 

 【一目置く】 
「大辞林」によれば、【一目置く】とは、「自分より優れていることを認めて敬
意を払う、一歩譲る」とあります。一目置くは囲碁から生まれた言葉で、一目
は一個の碁石のことです。囲碁ではハンディとして、弱い方が先に石を一目置
いてから対局を始めます。 通常の対局では「弱い方が先に石を置く」のです。
なぜかと言いますと、盤上ゲームは基本的に先手の方が有利だからです。そこ
から、【一目置く】は、相手の実力を認め敬意を払う意味となります。 
 
「一目置く」の強調した言い方
には、「一目も二目も置く」と
いう表現があります。注意すべ
きことというか、意外なことは
「一目置く」は自分より目上の
人に対しては使わないという
ことです。「一目置く」には「相
手を評価する」という意味も含
まれているので、基本は目上の人が目下の人に対して使う言葉となります。世
間での「一目置く」の使い方は逆のような感じがします。 
 
「一目置く」は棋力の低い者が高い者に対して使う用語のような気がしていた
のですが、本来の意味はその逆のようです。 
 
    (2023 年 6月 27日  大和田囲碁同好会 成田 滋) 


